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令
和
３
年
12
月
定
例
会
が
12
月
８
日
か
ら
22

日
ま
で
15
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
の
８
日
、
石
飛
市
長
は
施
政
方
針
に

お
い
て
「
食
の
幸
発
信
推
進
事
業
に
か
か
る
大
規

模
な
ハ
ー
ド
整
備
事
業
は
実
施
し
な
い
」
と
表
明

し
ま
し
た
。 

①
こ
の
事
業
は
極
め
て
商
業
的
な
事
業
、
全
国 

の
こ
う
し
た
施
設
の
約
半
分
が
赤
字
で
あ
る
。 

②
コ
ロ
ナ
に
よ
り
観
光
に
大
き
な
影
響
が
出
て 

い
る
。
今
後
も
「
人
流
」
の
先
行
き
が
極
め
て 

不
透
明
で
事
業
リ
ス
ク
が
高
い
。 

③
事
業
費
が
想
定
以
上
に
増
大
し
た
（
当
初
７
億 

円
か
ら
現
在
11
億
円
）
。 

④
７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
、
復
興
を
最
優
先
す
る 

た
め
財
政
的
、
人
的
余
裕
が
な
い
。 

と
い
う
理
由
に
よ
り
、
苦
渋
の
判
断
と
し
て
中
止

決
断
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

た
だ
し
、
ハ
ー
ド
整
備
は
見
送
る
も
の
の
ソ
フ

ト
事
業
を
通
し
て
農
業
振
興
策
は
引
き
続
き
進

め
る
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、
魅
力
あ
る
加
工
産
品
の

創
出
や
道
の
駅
な
ど
既
存
施
設
を
活
用
し
た
産

直
販
売
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

令
和
元
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
紛
糾
し
た

「
さ
く
ら
の
会
」
を
巡
っ
て
急
展
開
が
あ
り
ま
し

た
。
12
月
13
日
の
一
般
質
問
に
お
い
て
「
２
年

前
の
さ
く
ら
の
会
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
に
お

い
て
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
の
で
は
」
と
の
問
い
に

石
飛
市
長
は
「
さ
く
ら
の
会
の
出
張
旅
費
の
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
理
事
は
自
費

で
出
張
、
公
金
の
私
的
流
用
は
な
か
っ
た
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
配
慮
に
欠
け
て
い
た
と
反
省
す

べ
き
点
が
あ
る
。
心
を
痛
め
ら
れ
た
方
々
へ
お
詫

び
す
る
。
」
と
謝
罪
し
ま
し
た
。 

さ
く
ら
の
会
の
会
長
と
理
事
の
旅
費
問
題
に

関
し
、
一
般
論
と
断
り
つ
つ
「
当
該
理
事
の
功
績

や
能
力
に
触
れ
ず
、
会
長
と
の
婚
姻
関
係
の
み
を

も
っ
て
是
非
を
論
じ
る
の
は
女
性
の
社
会
進
出

を
阻
み
、
男
女
共
同
参
画
の
形
成
を
阻
害
す
る
も

の
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

   

元
市
長
の
速
水
雄
一
様
、
前
議
員
の
小
林
眞
二

様
、
堀
江
眞
様
、
前
議
長
の
山
﨑
正
幸
様
が
秋
の

叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

   

先
の
衆
議
院
選
挙
で
、
自
公
両
党
が
公
約
と
し

て
掲
げ
て
い
た
子
育
て
世
帯
へ
の
10
万
円
給
付

（
子
育
て
世
代
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
）
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

現
金
、
ク
ー
ポ
ン
と
支
給
方
法
を
巡
り
国
会
で

も
二
転
三
転
し
ま
し
た
が
、
雲
南
市
で
は
現
金

10
万
円
一
括
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
、
12
月
27

日
か
ら
振
り
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。 

支
給
対
象
は
、 

①
令
和
3
年
9
月
分
児
童
手
当
支
給
対
象
者 

②
令
和
3
年
9
月
30
日
時
点
で
高
校
生
世
代 

③
令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童 

手
当
支
給
対
象
者 

で
す
。
①
は
12
月
27
日
に
口
座
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
。
②
と
③
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
収
入
等

審
査
の
上
、
振
り
込
ま
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
雲
南
市
内
の
対
象
者
は
約
5
千
3
百

人
で
す
。 

年
齢
や
収
入
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
不
明
な

点
や
詳
細
な
事
項
に
つ
い
て
は
市
役
所
市
民
環

境
部
市
民
生
活
課
（
40
‐
1

0

3

1
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

   

12
月
定
例
会
の
主
な
論
点
と
し
て 

①
学
校
教
育
、
不
登
校 

②
コ
ロ
ナ
対
策 

③
７
月
豪
雨
災
害
、
復
旧
工
事 

④
原
発
問
題 

⑤
農
林
業
対
策
、
米
価
下
落 

⑥
人
口
減
少
対
策
、
定
住
対
策 

等
で
し
た
。
学
校
教
育
は
学
力
問
題
や
不
登
校
、

い
じ
め
な
ど
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
、
多
岐
に
わ
た

る
内
容
で
す
。
昨
今
、
落
ち
着
い
て
い
る
も
の
の

コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
の
停
滞
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

へ
の
対
応
、
７
月
豪
雨
対
策
も
引
き
続
き
が
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

原
発
問
題
は
島
根
原
発
２
号
機
が
国
の
新
規

制
基
準
へ
の
適
応
性
審
査
に
合
格
し
た
こ
と
を

受
け
、
再
稼
働
の
是
非
判
断
や
避
難
計
画
を
問
う

た
も
の
で
す
。
松
江
市
議
会
に
続
き
雲
南
市
議
会

も
結
論
を
出
す
時
期
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。 

今
年
は
米
価
が
大
幅
に
下
落
し
た
こ
と
、
た
た

ら
焔
米
の
認
定
率
が
下
が
っ
た
こ
と
、
７
月
豪
雨

災
害
が
き
っ
か
け
で
離
農
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
農
家
へ
の
配
慮
、
等
農
業
問
題
に
つ
い
て
も

目
を
引
き
ま
し
た
。 

   ☆
現
在
審
査
中
の
請
願
・
陳
情 

①
米
価
下
落
対
策 

②
き
す
き
こ
ど
も
園
工
事
入
札
手
続
の
調
査 

☆
今
回
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情 

①
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
人
権
の
請
願
、
陳
情
各
１
件 

②
原
発
再
稼
働
関
係
の
請
願
１
件
、
陳
情
４
件 

 

 

12
月
22
日
、
定
例
会
最
終
日
に
「
下
水
道
使

用
料
の
改
定
に
伴
う
関
係
条
例
」
議
案
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
下
水
道
使
用
料
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
4
年
4
月
使

用
分
か
ら
約
10
％
、
令
和
5
年
4
月
使
用
分
か

ら
約
10
％
、
合
計
で
約
20
％
の
値
上
げ
と
な
り

ま
す
。 

雲
南
市
下
水
道
事
業
に
関
す
る
審
議
会
に
「
下

水
道
使
用
料
の
改
定
」
が
諮
問
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
審
議
会
は
令
和
4
年
4
月
か
ら
約
20
％
の

引
き
上
げ
を
答
申
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
現
下

の
経
済
情
勢
を
勘
案
し
2
段
階
の
引
き
上
げ
と

な
り
ま
し
た
。 

   

柳
橋
交
差
点
は
小
中
学
生
や
高
校
生
が
通
学

に
利
用
す
る
交
差
点
で
す
。 

多
く
の
人
と
車
両
が
行
き
来
す
る
交
差
点
に

も
関
わ
ら
ず
、
柳
橋
北
詰
西
側
の
歩
道
部
分
が
狭

隘
で
大
変
危
険
と
の
指
摘
が
以
前
か
ら
あ
り
ま

し
た
。
地
域
要
望
を
受
け
て
国
交
省
は
本
年
11

月
、
ス
ペ
ー
ス
拡
大
と
車
道
と
歩
道
の
分
離
柵
を

設
置
す
る
改
良
工
事
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
）
。 

し
か
し
、
た
ま
り
場
の
面
積
は
プ
ラ
ス
３
～
４

人
程
度
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
は
な
く
鉄
柵
の
設
置

と
な
り
ま
し
た
。
以
前
よ
り
多
少
は
マ
シ
に
な
っ

た
程
度
で
す
。
人
の
命
に
は
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
、

抜
本
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

食
の
幸
事
業
、
中
止
へ 

１０
万
円
給
付
始
ま
る 

さ
く
ら
の
会
、
市
長
謝
罪 

請
願
・
陳
情 

一
般
質
問
の
論
点 

改
良
後
も
狭
い
柳
橋
北
詰 

 

改良後も狭い柳橋北詰歩道 

下
水
道
使
用
料
、
来
春
値
上
げ
へ 
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今
回
は
来
年
度
予
算
と
柳
橋
付
近
の
安
全
対

策
、
９
月
議
会
に
続
き
キ
ラ
キ
ラ
雲
南
（
本
文
中

は
キ
ラ
キ
ラ
と
略
）
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

  

 

問 市
長
が
優
先
す
る
事
業
枠
を
10
％
増
と
す
る

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
具
体
的
に
何
か
。 

答
（
市
長
） 

人
口
減
少
対
策
を
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組

む
。
転
出
原
因
と
な
っ
て
い
る
住
ま
い
や
結
婚
対

策
の
強
化
、
移
住
支
援
の
強
化
に
取
り
組
む
。 

問 サ
ッ
カ
ー
場
整
備
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。
検
討
状
況
、
予
算
化
の
考
え
を
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

松
江
FC
と
協
議
し
て
い
る
が
顕
著
な
進
展
は

な
い
。
サ
ッ
カ
ー
場
は
市
民
の
利
用
を
前
提
に
し

て
整
備
、
松
江
FC
と
は
協
力
で
き
る
範
囲
を
示

し
な
が
ら
協
議
を
重
ね
る
。 

問 老
朽
化
し
た
り
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
あ
る
交

流
セ
ン
タ
ー
は
整
備
が
必
要
だ
、
計
画
を
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

交
流
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
優

先
度
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
整
備
を
進
め
る
。
具

体
的
に
は
来
年
度
予
算
編
成
で
明
ら
か
に
す
る
。 

問 復
旧
工
事
の
大
半
は
土
木
で
建
築
案
件
が
な

い
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
公
共
工
事
が
必
要
で
は
。 

答
（
建
設
部
長
） 

災
害
復
旧
工
事
と
他
の
建
設
事
業
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
工
事
発
注
を
行
う
。 

   

問 総
務
省
が
定
め
た
「
三
セ
ク
経
営
健
全
化
指
針
」

に
基
づ
き
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
た
か
。 

答
（
教
育
部
長
） 

公
共
的
、
公
益
的
な
事
業
に
関
し
適
切
な
関
与

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
議
会
や
住
民
に
対
し
て

経
営
状
況
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
行

い
、
理
解
を
得
る
よ
う
心
掛
け
て
い
く
。 

問 ９
月
議
会
で
指
摘
し
た
事
項
に
つ
い
て
監
査

を
行
っ
た
か
。 

答
（
代
表
監
査
委
員
） 

実
施
し
て
い
な
い
。 

問 指
摘
し
た
こ
と
に
は
真
摯
に
対
応
願
い
た
い
。

キ
ラ
キ
ラ
の
損
益
計
算
書
で
営
業
外
収
益
と
し

て
7
千
万
円
余
計
上
さ
れ
て
い
る
が
何
か
。 

答
（
教
育
部
長
） 

マ
ル
シ
ェ
リ
ー
ズ
内
の
テ
ナ
ン
ト
の
家
賃
と

共
益
費
、
光
熱
水
費
等
だ
。 

問 貸
借
対
照
表
で
は
維
持
管
理
引
当
金
が
92
百

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模
修
繕
目
的
と
推

察
さ
れ
る
が
何
の
規
定
に
従
っ
た
処
理
か
。 

答
（
部
長
） 

市
と
キ
ラ
キ
ラ
が
締
結
し
て
い
る
「
普
通
財
産

貸
付
契
約
書
（
以
下
契
約
書
）
」
に
基
づ
き
マ
ル

シ
ェ
リ
ー
ズ
の
修
繕
積
立
を
行
っ
て
い
る
も
の
。

今
後
５
年
間
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
１
基
の
改
修
を

予
定
し
て
お
り
、
こ
の
引
当
金
で
充
当
す
る
。 

                

問 キ
ラ
キ
ラ
の
定
款
で
は
商
業
施
設
の
管
理
運

営
と
な
っ
て
い
る
。
キ
ラ
キ
ラ
が
受
け
取
っ
て
よ

い
の
は
共
益
費
、
光
熱
水
費
で
、
家
賃
ま
で
キ
ラ

キ
ラ
が
受
け
取
っ
て
よ
い
か
。
財
産
の
無
償
貸
付

は
議
決
さ
れ
て
い
る
が
、
議
決
を
基
に
交
わ
さ
れ

た
契
約
書
に
キ
ラ
キ
ラ
が
家
賃
を
収
受
し
て
も

よ
い
と
は
何
処
に
も
記
載
が
な
い
。
契
約
書
の
見

直
し
も
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
）
|
８
分
中
断
後
| 

市
は
契
約
書
に
基
づ
き
普
通
財
産
で
あ
る
マ

ル
シ
ェ
リ
ー
ズ
を
キ
ラ
キ
ラ
に
無
償
で
貸
し
付

け
て
い
る
。
マ
ル
シ
ェ
リ
ー
ズ
か
ら
得
ら
れ
る
家

賃
は
貸
付
先
で
あ
る
キ
ラ
キ
ラ
が
収
受
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
会
計
処
理
等
の
問
題
は
当
初

は
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
が
、
問
題
が
あ
れ
ば

改
善
を
検
討
す
る
。 

問 三
セ
ク
運
営
に
関
す
る
指
針
は
策
定
さ
れ
て

い
る
か
。
運
営
の
「
見
え
る
化
」
が
必
要
で
は
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

雲
南
市
は
合
併
後
、
行
財
政
改
革
の
ひ
と
つ
と

し
て
三
セ
ク
の
抜
本
的
な
改
革
を
図
る
た
め
平

成
17
年
に
「
三
セ
ク
事
業
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
指

針
」
を
策
定
、
市
の
財
政
関
与
の
見
直
し
、
効
率

的
な
施
設
経
営
な
ど
5
つ
の
観
点
か
ら
経
営
評

価
を
実
施
し
て
き
た
。 

問 ゴ
ル
フ
場
の
後
始
末
で
策
定
し
た
指
針
で
は

十
分
と
言
え
な
い
。
幹
部
職
員
の
役
員
就
任
制
限

な
ど
総
務
省
指
針
を
基
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
意
識

し
た
指
針
と
す
べ
き
。
キ
ラ
キ
ラ
の
本
当
の
問
題

は
、
指
定
管
理
料
が
適
正
に
算
定
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
、
そ
し
て
管
理
す
べ
き
公
共
施
設
が
多
い
こ

と
、
そ
れ
ら
を
全
部
キ
ラ
キ
ラ
に
押
し
付
け
て
い

る
こ
と
で
は
な
い
か
。 

答
（
市
長
） 

三
セ
ク
は
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
担
い
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
公

共
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
だ
。
キ
ラ
キ
ラ
の
現
行

の
仕
組
み
が
最
適
か
ど
う
か
は
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
。
三
セ
ク
が
抱
え
る
課
題
を
把
握
し
、
適

切
な
情
報
開
示
に
努
め
る
。 

   

問 柳
橋
交
差
点
を
利
用
す
る
児
童
生
徒
が
多
く

い
る
が
北
詰
歩
道
が
狭
く
危
険
だ
。
も
う
一
段
の

対
策
が
必
要
だ
（
前
頁
下
段
写
真
）。 

答
（
建
設
部
長
） 

ラ
メ
ー
ル
入
口
か
ら
金
丸
団
地
入
口
ま
で
の

約
1
キ
ロ
区
間
の
安
全
対
策
を
松
江
国
道
事
務

所
に
毎
年
要
望
し
て
い
る
。
今
年
は
暫
定
的
で
は

あ
る
が
、
た
ま
り
場
の
拡
張
工
事
を
行
っ
た
。 

問 柳
橋
交
差
点
は
見
通
し
が
悪
い
う
え
複
数
の

交
差
点
が
隣
接
す
る
。
加
え
て
横
断
歩
道
の
塗
装

が
カ
ス
レ
て
見
え
に
く
く
危
険
、
対
策
が
必
要
だ
。 

答
（
建
設
部
長
） 

現
時
点
で
見
通
し
を
改
善
す
る
線
形
改
良
の

計
画
は
な
い
。
路
面
表
示
の
カ
ス
レ
は
松
江
国
道

事
務
所
と
現
地
確
認
し
修
繕
し
て
も
ら
う
よ
う

調
整
す
る
。 

問 柳
橋
交
差
点
は
市
内
で
も
有
数
の
交
通
量
が

あ
り
朝
夕
に
渋
滞
が
発
生
す
る
。
柳
橋
の
複
数
車

線
化
や
歩
道
の
確
保
等
の
抜
本
的
な
対
策
が
必

要
だ
。
国
・
県
に
強
く
要
望
す
べ
き
だ
。 

答
（
建
設
部
長
） 

柳
橋
の
右
折
車
線
の
付
加
に
つ
い
て
は
毎
年

要
望
を
続
け
て
い
る
。
国
道
54
号
の
4
車
線
化
、

消
防
署
前
と
柳
橋
交
差
点
の
改
良
を
重
点
的
に

毎
年
要
望
し
て
い
る
。 

問 現
在
の
国
交
大
臣
は
島
根
県
の
出
身
。
市
長
の

上
京
時
に
斉
藤
大
臣
に
強
く
要
望
す
べ
き
で
は
。 

答
（
市
長
） 

柳
橋
付
近
の
安
全
対
策
、
国
道
54
号
の
4
車
線

化
、
高
速
道
路
の
4
車
線
化
を
含
め
要
望
し
て

い
く
。 

 年
末
に
な
り
世
界
中
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急
拡

大
し
て
き
ま
し
た
。
ど
う
か
穏
や
か
な
正
月
、
来

年
こ
そ
コ
ロ
ナ
撲
滅
で
皆
様
に
と
っ
て
よ
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
。 

（
た
か
し
） 
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安
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に
つ
い
て 


